
(57)【要約】

マニホールド組立て体と回転可能に連結するように設計

された少なくとも１個の早い乾き交換クロスフローろ過

カートリッジを備えるクロスフローろ過装置。早い乾き

交換クロスフローろ過カートリッジはハウジング内に封

入される、たとえば限外ろ過膜、精密ろ過膜、ナノフィ

ルトレーション膜または逆浸透膜のような膜要素を備え

る。早い乾き交換クロスフローろ過カートリッジは入口

流、透過流および濃縮流を含む。マニホールド組立て体

は３つの同様な流動経路、すなわち入口流、透過流およ

び濃縮流を含む。カートリッジとマニホールド組立て体

とは両者を連結するとき、境界を横断して接続する、連

続する入口水経路、透過水径路および濃縮水経路を形成

する。それゆえ、水ろ過装置への全ての接続はマニホー

ルド組立て体の近くで行うことができ、連結された装置

はコンパクトで、連結が容易である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ 、 封 入 さ れ た ク ロ ス フ ロ ー ろ 材 お よ び 第 １ の 固 定 具 要 素 を 備 え 、 カ ー ト リ ッ
ジ ・ フ ィ ル タ 内 を 通 り 抜 け る 、 フ ィ ル タ 給 水 流 路 、 フ ィ ル タ 透 過 水 流 路 お よ び フ ィ ル タ 濃
縮 水 流 路 と そ れ ぞ れ 流 体 連 通 し て い る 、 ３ つ の フ ィ ル タ 連 絡 路 を 形 成 し て い る ク ロ ス フ ロ
ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ と 、
　 前 記 第 １ の 固 定 具 要 素 と 組 み 合 う 第 ２ の 固 定 具 要 素 を 備 え 、 前 記 第 ２ の 固 定 具 要 素 の ３
つ の マ ニ ホ ー ル ド 連 絡 路 と そ れ ぞ れ 接 続 す る 、 ３ つ の マ ニ ホ ー ル ド 流 動 流 路 を 有 す る マ ニ
ホ ー ル ド と を 備 え 、
　 前 記 ３ つ の マ ニ ホ ー ル ド 連 絡 路 が 前 記 第 １ の 固 定 具 要 素 を 前 記 第 ２ の 固 定 具 要 素 と 係 合
さ せ る と き 、 前 記 ３ つ の フ ィ ル タ 連 絡 路 と 一 つ ず つ 結 ぶ 条 件 で 接 続 す る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 封 入 さ れ た ク ロ ス フ ロ ー ろ 材 が 限 外 ろ 過 膜 、 精 密 ろ 過 膜 、 ナ ノ フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン
膜 ま た は 逆 浸 透 膜 を 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 固 定 具 要 素 が 前 記 カ ー ト リ ッ ジ と 前 記 マ ニ ホ ー ル ド と を 動 作 可 能 に 連 結 す る
た め に 前 記 第 ２ の 固 定 具 要 素 に 回 転 可 能 に 係 合 す る 請 求 項 １ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 給 水 原 水 が 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ に 流 入 す る 前 に 前 ろ 過
さ れ る よ う に 、 前 記 マ ニ ホ ー ル ド が プ レ フ ィ ル タ ・ カ ー ト リ ッ ジ を 装 着 す る プ レ フ ィ ル タ
固 定 具 要 素 を 備 え る 請 求 項 １ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 ろ 過 さ れ た 水 流 が 使 用 ポ イ ン ト に 分 配 さ れ る 前 に 後 ろ 過 さ れ る よ う に 、 前 記 マ
ニ ホ ー ル ド が ポ ス ト フ ィ ル タ ・ カ ー ト リ ッ ジ を 装 着 す る ポ ス ト フ ィ ル タ 固 定 具 要 素 を 備 え
る 請 求 項 １ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 端 部 お よ び 第 ２ の 端 部 を 有 す る フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ 内 に 設 け ら れ た ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 と 、
　 給 水 孔 、 透 過 水 孔 お よ び 濃 縮 水 孔 を 有 す る フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ と を 備 え 、
　 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 が 前 記 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ 内 に 保 持 さ れ る よ う に 、 前 記 フ
ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ が 前 記 第 １ の 端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ 、 前 記 フ ィ
ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ お よ び 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 が 前 記 給 水 孔 、 前 記 透 過 水 孔 お よ び 前
記 濃 縮 水 孔 と そ れ ぞ れ 流 体 連 通 し て い る 、 給 水 流 路 、 透 過 水 流 路 お よ び 濃 縮 水 流 路 を 協 働
的 に 形 成 し 、 か つ 分 離 し て い る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ が マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 と 回 転 可 能 に 係 合 す る よ う に 、
前 記 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ が フ ィ ル タ 連 結 部 材 を 有 す る 請 求 項 ６ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ
ィ ル タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ が 限 外 ろ 過 膜 、 精 密 ろ 過 膜 、 ナ ノ フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン 膜
ま た は 逆 浸 透 膜 を 備 え る 請 求 項 ６ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ 。 　
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 濃 縮 水 孔 が 望 ま し い 透 過 水 回 収 を 維 持 す る た め に 濃 縮 流 の 背 圧 を 調 整 す る 流 量 制 限
装 置 を 備 え る 請 求 項 ６ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ 。 　
【 請 求 項 １ ０ 】
　 給 水 流 路 、 透 過 水 流 路 お よ び 濃 縮 水 流 路 を 有 す る マ ニ ホ ー ル ド 本 体 と 、
　 互 い に 分 離 さ れ 、 前 記 給 水 流 路 、 透 過 水 流 路 お よ び 濃 縮 水 流 路 と そ れ ぞ れ 流 体 連 通 し て
い る 、 給 水 連 絡 路 、 透 過 水 連 絡 路 お よ び 濃 縮 水 連 絡 路 を 有 す る 固 定 具 要 素 を 備 え る マ ニ ホ
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ー ル ド 連 結 体 と
　 を 備 え る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 給 水 が ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ を 前 記 マ ニ ホ ー ル ド 連 結 体 と 係 合 さ せ た と き だ け 前 記 マ
ニ ホ ー ル ド を 通 っ て 流 動 す る よ う に 、 前 記 給 水 流 路 が 付 勢 さ れ 、 閉 じ ら れ た 弁 を 備 え る 請
求 項 １ ０ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 マ ニ ホ ー ル ド 連 結 体 が 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ と 回 転 可 能 に 係 合 す る 請 求 項 １
０ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 透 過 流 が 前 記 マ ニ ホ ー ル ド を 通 っ て 逆 流 す る の を 防 ぐ よ う に 、 透 過 水 流 路 が 逆 止 弁 を 備
え る 請 求 項 １ ０ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 濃 縮 水 流 路 が 望 ま し い 透 過 水 回 収 を 維 持 す る た め に 濃 縮 流 の 背 圧 を 調 整 す る 流 量 制
限 装 置 を 備 え る 前 記 請 求 項 １ ０ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 流 量 制 限 装 置 が 弁 ま た は オ リ フ ィ ス を 備 え る 請 求 項 １ ４ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ
ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 透 過 水 回 収 が 望 ま し い 回 収 レ ベ ル ま た は 給 水 の 水 質 に 基 づ い て 調 整 さ れ る よ う に 、
前 記 流 量 制 限 装 置 が 調 整 可 能 で あ る 請 求 項 １ ４ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 濃 縮 水 流 路 が 少 な く と も １ 個 の 密 封 部 材 に よ っ て 前 記 給 水 流 路 か ら 密 封 状 態 に 分 離
さ れ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 少 な く と も １ 個 の 密 封 部 材 が Ｏ － リ ン グ 密 封 要 素 で あ る 請 求 項 １ ７ 記 載 の ク ロ ス フ
ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ を 備 え た 水 ろ 過 装 置 を 形 成 す る 方 法 で あ っ て 、 第 １ の 固 定 具 要
素 と 第 ２ の 固 定 具 要 素 と が カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ と マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 と の 間 に ク ロ
ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ ろ 材 に よ っ て 互 い に 分 離 さ れ た 給 水 回 路 、 透 過 水 回 路 お よ び 濃 縮 水 回
路 を 完 成 す る よ う に 取 り 付 け る 、 前 記 第 １ の 固 定 具 要 素 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ
と 前 記 第 ２ の 固 定 具 要 素 を 有 す る マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 と を 備 え 、 前 記 カ ー ト リ ッ ジ ・ フ
ィ ル タ を 前 記 マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 に 連 結 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 固 定 具 要 素 と 前 記 第 ２ の 固 定 具 要 素 と が 前 記 給 水 回 路 、 透 過 水 回 路 お よ び 濃
縮 水 回 路 を 完 成 す る た め に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ク ロ ス フ ロ ー ろ 材 が 限 外 ろ 過 膜 、 精 密 ろ 過 膜 、 ナ ノ フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン 膜 ま た は 逆
浸 透 膜 で あ る 請 求 項 １ ９ 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 水 ろ 過 装 置 の 分 野 に 関 す る 。 特 に 本 発 明 は 早 く 連 結 で き る 付 属 要 素 を
付 加 し 、 交 換 で き る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 を 利 用 す る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 （ 関 連 出 願 お よ び 優 先 権 の 主 張 ）
　 本 発 明 は “ 早 い 乾 き 交 換 要 素 を 備 え た 住 宅 用 逆 浸 透 装 置 ” の 名 称 で ２ ０ ０ ３ 年 ５ 月 ２ 日
に 出 願 さ れ た 米 国 仮 特 許 出 願 番 号 ６ ０ ／ ４ ６ ７ ， ６ ６ ３ 号 に 対 す る 優 先 権 を 請 求 す る 。 明
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細 書 は 参 照 し て こ こ に 全 部 取 り 入 れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 家 庭 内 で 使 用 す る た め に 設 計 さ れ る 水 ろ 過 装 置 は よ く 知 ら れ て い る 。 こ の 水 ろ 過 装 置 へ
の 人 気 は 井 戸 水 あ る い は 公 営 水 道 施 設 の 供 給 水 の 水 質 に 対 す る 関 心 の 高 ま り に よ っ て 著 し
く 増 大 し て い る 。 幾 つ か の ろ 過 装 置 は 逆 浸 透 ろ 過 法 を 取 り 入 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 典 型 的 な 逆 浸 透 ろ 過 装 置 は 逆 浸 透 膜 組 立 て 体 、 圧 力 タ ン ク 、 制 御 要 素 、 浄 化 水 蛇 口 お よ
び 多 様 な 流 路 を 形 成 し て い る 管 ／ 配 管 系 組 立 て 体 を 備 え る 。 一 般 に 、 入 口 原 水 は 水 が 浄 化
水 流 （ 通 常 、 「 透 過 水 」 と 呼 ば れ る ） と 、 濃 縮 排 水 流 （ 通 常 、 「 濃 縮 水 」 と 呼 ば れ る ） と
に 分 離 し て 流 れ る 、 膜 組 立 て 体 に 供 給 さ れ る 。 透 過 水 は 後 に 蛇 口 を 通 し て 純 水 を 利 用 で き
る 圧 力 タ ン ク に 流 れ る 。 濃 縮 水 は 、 典 型 的 に は 直 接 排 水 経 路 に 管 で 運 ば れ る 。 管 ／ 配 管 系
組 立 て 体 お よ び 純 水 蛇 口 に 組 み 込 ま れ た 一 連 の 弁 と 連 係 し て 働 く 制 御 要 素 は 、 一 般 に そ の
装 置 を 運 転 し 、 装 置 が 適 切 に 機 能 す る の を 保 証 す る た め に 、 た と え ば 導 電 率 ／ 抵 抗 率 お よ
び 流 量 セ ン サ の よ う な 多 様 な 監 視 セ ン サ を 備 え る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 と 回 転 可 能 に 連 結 さ れ る よ う に 設 計 さ れ る 、 少 な く と も
１ 個 の 早 い 乾 き 交 換 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 カ ー ト リ ッ ジ を 備 え る 、 た と え ば 住 宅 用 ク ロ ス フ ロ
ー ろ 過 装 置 の よ う な ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 を 備 え る 。 こ の 早 い 乾 き 交 換 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過
カ ー ト リ ッ ジ は ハ ウ ジ ン グ 内 に 封 入 さ れ る 、 た と え ば 限 外 ろ 過 膜 、 精 密 ろ 過 膜 、 ナ ノ フ ィ
ル ト レ ー シ ョ ン 膜 ま た は 逆 浸 透 膜 要 素 の よ う な 膜 要 素 を 備 え る 。 回 転 可 能 に 係 合 す る カ ー
ト リ ッ ジ 固 定 具 は フ ィ ル タ ・ カ ー ト リ ッ ジ の ハ ウ ジ ン グ に 取 り 付 け ら れ る 固 定 具 か ら な る
１ 個 の 要 素 と 、 マ ニ ホ ー ル ド の 接 続 口 に 取 り 付 け ら れ る 固 定 具 か ら な る 第 ２ の 要 素 と を 備
え る 組 み 合 う ２ 個 の 要 素 を 有 す る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の 接 続 口 で 第
２ の 固 定 具 要 素 に 回 転 可 能 に 連 結 す る 第 １ の 固 定 具 要 素 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ ・ キ ャ ッ プ を
備 え る 。 固 定 具 は 、 た と え ば 角 度 を 付 け た タ ブ 、 溝 、 ら 旋 ね じ 、 ね じ お よ び ／ ま た は タ ブ
な ら び に そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 用 い る 多 段 係 合 部 材 の よ う な 組 み 合 う 要 素 か ら な る 多 様 な
設 計 を 備 え る 。 同 様 に 、 第 ２ の 固 定 具 要 素 は 第 １ の 固 定 具 要 素 と 組 み 合 う 角 度 を 付 け た タ
ブ 、 溝 、 ラ ン プ 部 、 多 段 係 合 部 材 ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ の よ う な 対 応 す る 組 み 合 う 要
素 を 備 え る 。 マ ニ ホ ー ル ド の 接 続 口 は ま た 意 図 し な い 取 り 扱 い で カ ー ト リ ッ ジ 固 定 具 が 緩
ま な い よ う に 多 様 な 拘 束 機 構 を 備 え る 。 こ こ に 説 明 さ れ る 浄 水 装 置 に 使 用 す る た め に 意 図
し た 相 応 し い 回 転 可 能 に 係 合 す る カ ー ト リ ッ ジ 固 定 具 は 、 た と え ば 米 国 特 許 出 願 番 号 ０ ９
／ ６ １ ８ ， ６ ８ ６ 号 、 １ ０ ／ １ ９ ６ ， ３ ４ ０ 号 、 １ ０ ／ ４ ０ ６ ， ６ ３ ７ 号 に 開 示 さ れ る 固
定 具 を 含 む 。 こ れ ら の 明 細 書 は 参 照 し て こ こ に 全 部 取 り 入 れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 早 い 乾 き 交 換 カ ー ト リ ッ ジ は ハ ウ ジ ン グ 内 に ３ つ の 流 動 経 路 と 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素
と を 備 え る 。 ３ つ の 経 路 は 入 口 流 、 透 過 流 お よ び 濃 縮 流 を 含 む 。 マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 は
３ つ の 同 様 な 流 動 経 路 、 す な わ ち 入 口 流 、 透 過 流 お よ び 濃 縮 流 を 含 む 。 カ ー ト リ ッ ジ と マ
ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 と は 両 者 を 連 結 す る と き 、 境 界 を 横 断 し て 接 続 す る 、 連 続 す る 入 口 水
経 路 、 透 過 水 経 路 お よ び 濃 縮 水 経 路 を 形 成 す る 。 そ れ ゆ え 、 水 ろ 過 装 置 に 対 す る 全 て の 接
続 は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の 近 く で 行 う こ と が で き 、 連 結 さ れ た 装 置 は コ ン パ ク ト で 、 連
結 が 容 易 で あ る 。 こ れ と 著 し く 相 違 し て 、 分 離 さ れ た 凝 縮 水 排 水 路 を 備 え た 逆 浸 透 設 計 は
米 国 特 許 第 3,746,640号 、 第 4,391,712号 、 第 4,876,002号 、 第 5,122,265号 、 第 5,435,909
号 、 第 5,527,450号 、 第 5,580,444号 お よ び 第 6,436,282号 明 細 書 に 記 載 さ れ る 。 こ れ ら の
明 細 書 は 参 照 し て こ こ に 全 部 取 り 入 れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 の ろ 過 能 力 が 減 耗 し た と き 、 単 一 構 造 の カ ー ト リ ッ ジ は 新 た な ク
ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 を 有 す る 新 し い カ ー ト リ ッ ジ と の 早 く 、 し か も 簡 単 な 交 換 を 可 能 に す
る 。 カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ の 分 解 が な い の で 、 水 を 排 出 す る こ と な く 、 カ ー ト リ ッ ジ 交
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換 作 業 を な し 遂 げ る こ と が で き る 。 こ れ に 加 え て 、 必 要 な 時 間 は 使 用 済 み カ ー ト リ ッ ジ を
回 し て 取 り 外 し 、 新 し い カ ー ト リ ッ ジ を 回 転 し て 装 着 す る だ け で あ る 。 ハ ウ ジ ン グ お よ び
フ ィ ル タ ・ カ ー ト リ ッ ジ の 分 解 と 再 組 立 て で は 工 具 を 使 用 す る の で あ れ ば 、 ど ん な 工 具 も
使 用 し な い で 、 手 で な し 遂 げ る こ と が で き る 。 一 実 施 例 に お い て 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置
の ろ 過 特 性 は 第 １ の ろ 材 を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ を 第 ２ の 別 の タ イ プ の ろ 材 を 有
す る 新 し い カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ と 交 換 す る こ と で 、 変 え る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ろ
過 装 置 が 給 水 の 化 学 的 性 質 の 変 化 に よ っ て カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ を 単 に 交 換 す る こ と が
望 ま れ る 場 合 に は 、 カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ に 特 定 の オ リ フ ィ ス を 装 着 し 、 こ れ に よ っ て
ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 の 総 回 収 率 を 調 節 す る 方 法 で ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 の 運 転 性 能 を 調
整 す る こ と が で き る 。 調 整 は 、 た と え ば オ リ フ ィ ス ま た は 弁 の よ う な 流 量 制 限 要 素 を 用 い
て 濃 縮 流 に 作 用 す る 背 圧 を 変 え る こ と で 、 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ と マ ニ ホ ー ル ド
組 立 て 体 と を 備 え る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 に 関 す る 。 こ の ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・
フ ィ ル タ は ハ ウ ジ ン グ と 、 封 入 さ れ た ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 と 、 フ ィ ル タ 給 水 流 路 、 カ ー
ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ を 通 り 抜 け る 、 フ ィ ル タ 透 過 水 流 路 お よ び フ ィ ル タ 濃 縮 水 流 路 と そ れ
ぞ れ 流 体 連 通 し て い る 、 ３ つ の フ ィ ル タ 連 絡 路 を 形 成 し て い る 第 １ の 固 定 具 要 素 と を 備 え
る 。 マ ニ ホ ー ル ド は 第 １ の 固 定 具 要 素 と 組 み 合 う 第 ２ の 固 定 具 要 素 を 備 え 、 マ ニ ホ ー ル ド
が 第 ２ の 固 定 具 要 素 の ３ つ の マ ニ ホ ー ル ド 連 絡 路 と そ れ ぞ れ 接 続 す る 、 ３ つ の マ ニ ホ ー ル
ド 流 動 流 路 を 有 す る 。 こ の ３ つ の マ ニ ホ ー ル ド 連 絡 路 は 第 １ の 固 定 具 要 素 が 第 ２ の 固 定 具
要 素 と 組 み 合 う と き 、 ３ つ の フ ィ ル タ 連 絡 路 と 一 つ ず つ 結 ぶ 条 件 で 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ と 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 と 、 フ ィ
ル タ ・ キ ャ ッ プ と を 備 え る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 フ ィ ル タ に 関 す る 。 こ の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要
素 は 精 密 ろ 過 膜 、 限 外 ろ 過 膜 、 ナ ノ フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン 膜 ま た は 逆 浸 透 膜 の よ う な ク ロ ス
フ ロ ー ろ 材 を 備 え る 。 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ は 給 水 流 、 濃 縮 流 お よ び 透 過 流 を 方 向 付 け 、 分
配 す る 流 路 を 備 え る 。 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ は 、 さ ら に 、 た と え ば マ ニ ホ ー ル ド と 回 転 可 能
に 係 合 す る た め に 相 互 接 続 を 可 能 に す る 係 合 部 材 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は マ ニ ホ ー ル ド 本 体 と 、 マ ニ ホ ー ル ド 連 結 体 と を 備 え る ク ロ
ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド に 関 す る 。 こ の マ ニ ホ ー ル ド 本 体 と マ ニ ホ ー ル ド 連 結 体 と は 給
水 流 路 、 透 過 水 流 路 お よ び 濃 縮 水 流 路 を 形 成 す る 。 マ ニ ホ ー ル ド 連 結 体 は フ ィ ル タ ・ カ ー
ト リ ッ ジ と 回 転 可 能 な 連 結 を 可 能 に す る 係 合 部 材 を 備 え る 。 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル
ド は ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ ・ カ ー ト リ ッ ジ に 背 圧 を 作 用 さ せ 、 透 過 水 回 収 を 調 整 す る た
め に 濃 縮 水 流 路 に 弁 ま た は オ リ フ ィ ス の よ う な 流 量 制 限 要 素 を 備 え る 。 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過
マ ニ ホ ー ル ド は マ ニ ホ ー ル ド が カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ と 係 合 し な い と き 、 水 の 流 出 を 防
ぐ た め に 給 水 流 路 に 付 勢 さ れ 、 閉 じ ら れ た 弁 を 備 え る 。 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 マ ニ ホ ー ル ド は
ろ 過 水 が マ ニ ホ ー ル ド を 通 っ て 逆 流 す る の を 防 ぐ た め に 透 過 水 流 路 に 逆 止 弁 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 別 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ を 備 え た 水 ろ 過 装 置 を 形 成 す る た
め の 方 法 に 関 す る 。 こ の 方 法 は ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ を 給 水 回 路 、 透 過 水 回 路 お よ び 濃
縮 水 回 路 が ク ロ ス フ ロ ー ろ 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の 回 路 が 分 離 さ れ る マ ニ ホ ー ル
ド と 連 結 す る こ と を 含 む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 ９ ０ の 実 施 例 は マ ニ ホ ー ル
ド 組 立 て 体 ９ ２ と 、 少 な く と も １ 個 の ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ と を 備
え る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 ９ ０ の 実 施 例 は 給 水 管 ９ ６ と 、
濃 縮 水 管 ９ ８ と 、 透 過 水 管 １ ０ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ が 図 ２ に さ ら に 詳 細 に 示 さ れ る 。 一 般 に 、
ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ は フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ と 、 ク ロ ス フ
ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ と 、 フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２ と 、 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ と を 備
え る 。 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ 、 フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２ お よ び フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ
プ １ １ ４ は 、 た と え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン ま た は ポ リ エ チ レ ン の よ う な 適 す る ポ リ マ ー で 構 成
さ れ る 。 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ は 交 換 を 必 要 と す る と き 、 ク ロ ス フ
ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の よ う な 個 々 の カ ー ト リ ッ ジ 構 成 要 素 を 交 換 す る の で は な く 、 カ ー ト
リ ッ ジ 全 体 を 交 換 で き る よ う に 、 強 固 に 密 封 か つ 密 閉 さ れ る べ く 構 成 さ れ る 。 こ の 装 置 は
単 一 の ろ 材 を 有 す る 。 こ れ と 別 の 装 置 は 貯 水 タ ン ク と 同 様 に 、 た と え ば ２ 、 ３ 、 ４ ま た は
そ れ 以 上 の 同 一 も し く は 異 な る タ イ プ 、 異 な る 数 の ろ 材 を 組 み 込 む こ と が で き る 。 多 段 ろ
過 機 構 に 関 係 す る 特 別 の 設 計 が 後 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ は 開 放 端 部 １ １ ６ と 、
密 閉 端 部 １ １ ８ と を 有 す る 、 射 出 成 形 で 成 形 さ れ た ポ リ マ ー 構 造 体 を 備 え る 。 幾 つ か の 実
施 例 に お い て 、 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 た と え ば 密 閉 端
部 １ １ ８ に あ る 突 出 面 の よ う な つ ま み 要 素 １ ２ ０ を 備 え る 。 開 放 端 部 １ １ ６ は ク ロ ス フ ロ
ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ の 相 互 接 続 と 組 立 て と を 促 進 す る 周 方 向 内 部 ノ ッ チ １ ２
２ を 備 え る 。 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ は 全 体 に 滑 ら か な 内 壁 １ ２ ４ を 有 し 、 図 ３ の 横
断 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 密 閉 端 部 １ １ ８ の 内 面 か ら 上 方 に 突 出 し て い る 内 部 突 片 １ ２ ６
を 備 え る 。 こ の 内 部 突 片 １ ２ ６ は ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ の 組 立 て 中
に 使 用 す る テ ー パ 状 案 内 面 １ ２ ８ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ は ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ 膜 １ ３
０ が １ 個 ま た は 複 数 の 管 孔 １ ３ ４ を 有 す る 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ 周 り に 接 着 し 、 そ れ を 覆 う
ら 旋 巻 き 要 素 と 呼 ぶ 、 ら 旋 巻 き 設 計 を 備 え る 。 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ は 開 放 端 部 １ ３ ６ 、 密
閉 端 部 １ ３ ８ お よ び 管 凹 部 １ ４ ０ を 備 え た 円 筒 状 形 態 を 有 す る 。 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ は 開
放 端 部 １ ３ ６ に 溶 接 溝 １ ４ ２ を 備 え る 。 管 凹 部 １ ４ ０ は 、 組 立 て 中 、 フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン
グ １ ０ ８ の 内 部 突 片 １ ２ ６ （ 図 ３ 参 照 ） の 挿 入 を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る 。 明 瞭
の た め に 、 管 孔 １ ３ ４ は 開 放 端 部 １ ３ ６ と 密 閉 端 部 １ ３ ８ と の 間 に 配 置 さ れ る こ と は 理 解
さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ は 、 ス ペ ー サ 材 料 に サ ン ド
イ ッ チ 状 に 重 ね る 、 た と え ば 逆 浸 透 膜 、 ナ ノ フ ィ ル ト レ ー シ ョ ン 膜 ま た は 精 密 ろ 過 膜 の シ
ー ト の よ う な 膜 で 構 成 さ れ る ２ 枚 の シ ー ト を 備 え る 。 膜 で 構 成 さ れ る ２ 枚 の シ ー ト は 第 ４
の 面 を 開 放 し た 状 態 で 、 ３ 面 を 接 着 し 、 ろ 過 さ れ る 水 を 平 坦 な シ ー ト を 通 し て ス ペ ー サ 材
料 に 流 動 さ せ 、 管 孔 １ ３ ４ を 通 し て 最 後 に 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ 内 に 流 動 さ せ る べ く 内 部 透
過 水 管 １ ３ ２ に 接 着 さ れ る 。 こ の ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ は セ ル ロ ー ス ・ ア セ テ
ー ト 、 ポ リ ア ミ ド お よ び ポ リ ス ル ホ ン の よ う な ポ リ マ ー で 製 作 す る こ と が で き る 。 適 す る
ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ は 、 と り わ け Ｇ Ｅ ウ ォ ー タ ・ テ ク ノ ロ ジ ー ズ （ Ｇ Ｅ    W
ater Technologies） 旧 社 名 ： オ ス モ ニ ク ス （ Osmonics） 社 、 ダ ウ ・ リ キ ッ ド ・ セ パ レ ー
シ ョ ン ズ ／ フ ィ ル ム ・ テ ッ ク （ Dow Liquid Separations/Film Tec） 社 、 ヒ ド ラ ン オ ー テ
ィ ク ス ・ ア ン ド ・ コ ウ ク ・ メ ン ブ ラ ン ・ シ ス テ ム ズ （ Hydranautics and Koch Membrane S
ystems） 社 の よ う な 会 社 で 製 造 さ れ 、 販 売 さ れ る 。 代 替 的 実 施 例 で は 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ フ
ィ ル タ 膜 １ ３ ０ は 膜 で 構 成 さ れ る 管 状 要 素 お よ び ／ ま た は シ ー ト を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ お よ び 図 ５ に 示 さ れ る フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２ は ろ 材 端 部 １ ４ ４ と 、 キ ャ ッ プ 端
部 １ ４ ６ と 、 中 心 孔 １ ４ ８ と 、 複 数 の 外 周 透 孔 １ ５ ０ と を 備 え る 。 中 心 孔 １ ４ ８ と 外 周 透
孔 １ ５ ０ と は 内 壁 １ ５ ２ に よ っ て 分 離 さ れ る 。 ろ 材 端 部 １ ４ ４ は 周 方 向 突 出 リ ッ プ １ ５ ４
が ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 外 周 周 り に 突 出 す る よ う に 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ の 開 放 端
部 １ ３ ６ よ り も 僅 か に 大 き い 直 径 を 持 つ 円 形 態 を 有 す る 。 中 心 孔 １ ４ ８ は 下 方 に 突 出 す る
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密 封 面 １ ５ ６ の 近 く で ろ 材 端 部 １ ４ ４ と 境 界 を 接 す る 。 突 出 す る 密 封 面 １ ５ ６ は 開 放 端 部
１ ３ ６ に 挿 入 す る た め に 寸 法 決 め さ れ 、 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ の 溶 接 溝 １ ４ ２ に 対 応 す る 周
方 向 溶 接 エ ネ ル ギ 導 子 １ ６ ０ を 有 す る フ ラ ン ジ 形 の 密 封 面 １ ５ ８ を 備 え る 。 キ ャ ッ プ 端 部
１ ４ ６ は 外 壁 １ ６ ２ と 、 内 壁 １ ５ ２ と 、 図 ２ に 示 さ れ る 複 数 の 支 持 リ ブ １ ６ ４ と か ら な る
面 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ６ 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 さ れ る フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ は マ ニ ホ ー ル ド 係 合
端 部 １ ６ ６ と 、 カ ー ト リ ッ ジ 密 封 端 部 １ ６ ８ と 、 複 数 の 給 水 孔 １ ７ ０ と 、 中 心 透 過 水 孔 １
７ ２ と 、 濃 縮 水 孔 １ ７ ４ と を 備 え る 。 透 過 水 孔 １ ７ ２ は フ ィ ル タ せ き １ １ ２ の 内 壁 １ ５ ２
を 受 け 入 れ る よ う に 寸 法 決 め さ れ る 。 濃 縮 水 孔 １ ７ ４ は 出 口 部 １ ７ ４ ａ と 入 口 部 １ ７ ４ ｂ
と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 出 口 部 １ ７ ４ ａ は 精 密 に 孔 加 工 ま た は 成 形 さ れ る 孔 を 備 え る 。 こ
れ に 代 え て 、 出 口 部 １ ７ ４ ａ と 同 様 に 望 ま し い 横 断 面 積 の 開 口 を 与 え る よ う に 、 出 口 部 １
７ ４ ａ に 、 た と え ば オ リ フ ィ ス ・ フ ィ ル タ に 従 っ て 孔 加 工 し た オ リ フ ィ ス の よ う な オ リ フ
ィ ス を 装 着 す る こ と が で き る 。 相 互 連 絡 孔 １ ７ ６ は マ ニ ホ ー ル ド 係 合 端 部 １ ６ ６ に 露 出 し
て お り 、 相 互 連 絡 孔 １ ７ ６ の 外 周 壁 １ ８ ０ に 沿 っ て 刻 む 複 数 の ノ ッ チ １ ７ ８ を 備 え る 。 相
互 連 絡 孔 １ ７ ６ 内 に は ま た 一 対 の 円 弧 状 連 結 ラ ン プ 部 １ ８ ２ ａ 、 １ ８ ２ ｂ が 設 け ら れ る 。
密 封 孔 １ ８ ４ は カ ー ト リ ッ ジ 密 封 端 部 １ ６ ８ に 露 出 し て お り 、 フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２
を 受 け 入 れ よ う に 寸 法 決 め さ れ る 。 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９
２ の 固 定 具 要 素 と 連 結 す る 固 定 具 要 素 を 有 す る 外 面 １ ８ ６ を 備 え る 。 こ の 固 定 具 要 素 は 図
７ に 示 さ れ る 周 方 向 に 配 置 さ れ る 一 対 の ラ ン プ 部 １ ８ ８ ａ 、 １ ８ ８ ｂ を 備 え る 。 フ ィ ル タ
・ キ ャ ッ プ １ １ ４ は フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ と 連 結 す る た め に 周 方 向 挿 入 リ ッ プ １ ９
０ と 、 周 方 向 凹 部 １ ９ ２ と 、 周 方 向 フ ラ ン ジ １ ９ ４ と を 備 え る 。 本 実 施 例 で は 、 フ ィ ル タ
せ き １ １ ２ と フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ と は 分 離 し た 要 素 で あ る が 、 こ れ ら の 要 素 は 単 一
の 一 体 ユ ニ ッ ト と し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 組 立 て ら れ た ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ の 断 面 図 が 図 ９ に 示 さ れ る 。
フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２ は 突 出 す る 密 封 面 １ ５ ６ が 開 放 端 部 １ ３ ６ 内 に 滑 動 可 能 に 挿 入
で き る よ う に ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ に 位 置 決 め さ れ る 。 溶 接 エ ネ ル ギ 導 子 １ ６ ０ は
、 組 立 て る と き 、 溶 接 溝 １ ４ ２ 内 に 少 な く と も 一 部 が 存 在 す る 。 た と え ば 、 回 転 溶 接 ま た
は 超 音 波 溶 接 の よ う な 適 す る 溶 接 方 法 を 用 い て 溶 接 エ ネ ル ギ 導 子 １ ６ ０ と 溶 接 溝 １ ４ ２ と
が 接 合 さ れ る 。 同 時 に 、 突 出 リ ッ プ １ ５ ４ が ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 外 周 周 り に 摩
擦 接 合 お よ び ／ ま た は 適 す る 接 着 剤 を 用 い て 密 封 さ れ る 。 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ は
内 部 突 片 １ ２ ６ を 管 凹 部 １ ４ ０ 内 に 挿 入 で き る よ う に フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ の 開 放
端 部 １ １ ６ に 向 け ら れ る 。 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ は カ ー ト リ ッ ジ 密 封 端 部 １ ６ ８ が キ
ャ ッ プ 端 部 １ ４ ６ と 開 放 端 部 １ １ ６ と に 近 い 位 置 に あ り 、 内 壁 １ ５ ２ が 中 心 透 過 水 孔 １ ７
２ 内 に 滑 動 で き る よ う に 位 置 決 め さ れ 、 か つ 向 け ら れ る 。 同 時 に 、 周 方 向 挿 入 リ ッ プ １ ９
０ 、 周 方 向 凹 部 １ ９ ２ お よ び 周 方 向 フ ラ ン ジ １ ９ ４ が 、 た と え ば 周 方 向 内 部 ノ ッ チ １ ２ ２
の 位 置 で フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０ ８ と 接 触 す る 。 た と え ば 、 回 転 溶 接 ま た は 超 音 波 溶 接
の よ う な 適 す る 溶 接 方 法 を 用 い て フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ が フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ １ ０
８ に 溶 接 さ れ 、 完 成 し た ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を 形 成 す る 。 溶 接 方
法 に 加 え て 、 ま た は こ れ に 代 え て 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を 組 立 て
る と き 、 適 す る 接 着 剤 を 用 い た 密 封 方 法 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ は 、 組 立 て る と き 、 個 別 の ３ つ の 流 動 回 路
、 す な わ ち 給 水 回 路 と 、 透 過 水 回 路 と 、 濃 縮 水 回 路 と を 形 成 す る 。 流 入 す る 給 水 は フ ィ ル
タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４ を 通 っ て 流 入 す る べ く 給 水 孔 １ ７ ０ を 経 て 給 水 回 路 に 入 る 。 続 い て 、
給 水 は フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ ２ ０ の 外 周 透 孔 １ ５ ０ を 通 っ て ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０
に 流 入 す る 。 給 水 が ク ロ ス フ ロ ー ・ フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ を 横 断 し て 流 れ る と 、 浄 化 さ れ た 水
は 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ の 管 孔 １ ３ ４ を 通 っ て 透 過 水 回 路 に 流 れ る 。 透 過 水 回 路 は 内 部 透 過
水 管 １ ３ ２ と 、 フ ロ ー ・ デ ィ レ ク タ １ １ ２ の 中 心 孔 １ ４ ８ と 、 フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ １ １ ４
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の 中 心 透 過 水 孔 １ ７ ２ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 透 過 水 回 路 に 流 入 す る こ と な く 、 ク ロ ス フ
ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ を 横 断 し て 流 れ る 全 て の 水 は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 底 部 に 流
出 し 、 濃 縮 水 回 路 に 達 す る 。 濃 縮 水 回 路 は 最 初 に ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 外 面 と 滑
ら か な 内 壁 １ ２ ４ と の 間 の 隙 間 で 形 成 さ れ る 。 濃 縮 水 回 路 は さ ら に 濃 縮 水 孔 １ ７ ４ に よ っ
て 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 濃 縮 水 が 集 め ら れ 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９
４ の 外 に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ の 実 施 例 は 分 配 部 材 １ ９ ６ と 、 連
結 部 材 １ ９ ８ と 、 バ ネ 荷 重 を 負 荷 し た 弁 ２ ０ ０ と 、 一 対 の 第 １ Ｏ － リ ン グ 密 封 要 素 ２ ０ ２
ａ 、 ２ ０ ２ ｂ と 、 一 対 の 第 ２ Ｏ － リ ン グ 密 封 要 素 ２ ０ ４ ａ 、 ２ ０ ４ ｂ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 分 配 部 材 １ ９ ６ は 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 さ れ る 。 こ の 分 配 部 材 １ ９ ６ は 分 配 端 部 ２ ０
６ と 、 連 結 端 部 ２ ０ ８ と を 有 す る 。 分 配 給 水 孔 ２ １ ０ 、 分 配 濃 縮 水 孔 ２ １ ２ お よ び 分 配 透
過 水 孔 ２ １ ４ は 分 配 端 部 ２ ０ ６ と 連 結 端 部 ２ ０ ８ と の 間 に 延 び て い る 。 一 対 の 取 り 付 け 用
突 起 ２ １ ６ は 連 結 端 部 ２ ０ ８ に 配 置 さ れ る 。 連 結 端 部 ２ ０ ８ は さ ら に 接 合 面 ２ １ ８ と 、 分
配 内 周 壁 ２ ２ ０ と を 備 え る 。 分 配 内 周 壁 ２ ２ ０ は 一 対 の タ ブ ２ ２ ２ ａ 、 ２ ２ ２ ｂ と 、 一 対
の 傾 斜 部 材 ２ ２ ４ ａ 、 ２ ２ ４ ｂ と し て 示 さ れ る フ ィ ル タ 受 け 入 れ 手 段 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ２ 、 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 部 材 １ ９ ８ は マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付
け 端 部 ２ ２ ６ と 、 フ ィ ル タ 取 り 付 け 端 部 ２ ２ ８ と を 備 え る 。 マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付 け 端 部 ２
２ ６ は 給 水 入 口 孔 ２ ３ ０ と 、 透 過 水 孔 ２ ３ ２ と 、 濃 縮 水 出 口 孔 ２ ３ ４ と を 備 え る 。 マ ニ ホ
ー ル ド 取 り 付 け 端 部 ２ ２ ６ は さ ら に 連 結 部 材 １ ９ ８ を 分 配 部 材 １ ９ ６ に 相 互 接 続 す る 、 一
対 の マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付 け 部 材 ２ ３ ６ を 備 え る 。 フ ィ ル タ 取 り 付 け 端 部 ２ ２ ８ は 透 過 水 出
口 孔 ２ ３ ２ と 流 体 連 通 す る 透 過 水 孔 ２ ４ ０ を 有 す る コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ を 備 え る 。 フ ィ
ル タ 取 り 付 け 端 部 ２ ２ ８ は さ ら に 給 水 出 口 孔 ２ ４ １ を 備 え る 。 コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ は Ｏ
－ リ ン グ 密 封 要 素 ２ ０ ２ ａ 、 ２ ０ ２ ｂ を 受 け 入 れ る 、 一 対 の 周 方 向 突 出 溝 ２ ４ ２ ａ 、 ２ ４
２ ｂ を 有 す る 。 コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ は コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ を 中 心 透 過 水 孔 １ ７ ２ に 挿
入 で き る 直 径 を 有 す る 。 連 結 部 材 １ ９ ８ は Ｏ － リ ン グ ２ ０ ４ ａ 、 ２ ０ ４ ｂ を 受 け 入 れ る 、
一 対 の 周 方 向 本 体 溝 ２ ４ ６ ａ 、 ２ ４ ６ ｂ を 備 え る 。 濃 縮 水 入 口 孔 ２ ５ ０ は 周 方 向 本 体 溝 ２
４ ６ ａ と 周 方 向 本 体 溝 ２ ４ ６ ｂ と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ は 、 通 常 図 １ ０ 、 図 １ ５ 、 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に 示 さ れ る よ
う に 構 成 さ れ る 。 分 配 部 材 １ ９ ６ は 連 結 端 部 ２ ０ ８ が 連 結 部 材 １ ９ ８ の マ ニ ホ ー ル ド 取 り
付 け 端 部 ２ ２ ６ と 対 面 す る よ う に 向 け ら れ る 。 分 配 部 材 １ ９ ６ と 連 結 部 材 １ ９ ８ と を 組 み
合 わ せ た と き 、 分 配 給 水 孔 ２ １ ０ お よ び 給 水 入 口 孔 ２ ３ ０ 内 に 弁 ２ ０ ０ が 弁 シ ー ト 部 ２ ５
１ と 接 し 、 そ こ に 拘 束 さ れ る よ う に 位 置 決 め さ れ る 。 分 配 部 材 １ ９ ６ と 連 結 部 材 １ ９ ８ と
を 接 触 さ せ た ま ま 、 マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付 け 部 材 ２ ３ ６ を 取 り 付 け 用 突 起 ２ １ ６ に 接 し て 滑
ら せ る 。 連 結 端 部 ２ ０ ８ と マ ニ ホ ー ル ド 取 り 付 け 端 部 ２ ２ ６ と を 物 理 的 に 接 触 さ せ た 後 に
、 分 配 部 材 １ ９ ６ と 連 結 部 材 １ ９ ８ と を 、 た と え ば 超 音 波 溶 接 お よ び ／ ま た は 接 着 接 合 の
よ う な 適 す る 接 合 技 術 を 用 い て 接 合 す る 。 分 配 部 材 １ ９ ６ と 連 結 部 材 １ ９ ８ と が 動 作 可 能
に 連 結 さ れ た と き 、 連 続 す る マ ニ ホ ー ル ド 給 水 流 路 ２ ５ ２ が 分 配 給 水 孔 ２ １ ０ と 、 給 水 入
口 孔 ２ ３ ０ と 、 給 水 出 口 孔 ２ ４ １ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 同 時 に 、 連 続 す る マ ニ ホ ー ル ド
濃 縮 水 流 路 ２ ５ ４ が 濃 縮 水 入 口 孔 ２ ５ ０ と 、 濃 縮 水 出 口 孔 ２ ３ ４ と 、 分 配 濃 縮 水 孔 ２ １ ２
と に よ っ て 形 成 さ れ 、 連 続 す る マ ニ ホ ー ル ド 透 過 水 流 路 ２ ５ ６ が 透 過 水 孔 ２ ４ ０ と 、 透 過
水 出 口 孔 ２ ３ ２ と 、 分 配 透 過 水 孔 ２ １ ４ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 実 施 例 で は
、 分 配 部 材 と 連 結 部 材 と は 単 一 の 一 体 ユ ニ ッ ト と し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ の 組 立 て と 垂 直 に 立 て る の に 続 い て 、 図 １ ８ に 示 さ れ る よ う
に 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ に 密 封 状 態
に 取 り 付 け る 。 一 実 施 例 に お い て 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を マ ニ ホ
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ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ に 回 転 さ せ な が ら 連 結 す る 。 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ
９ ４ を 中 心 孔 １ ４ ８ が コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ と 同 心 を 保 っ て 近 づ く よ う に 位 置 決 め し 、 か
つ 心 出 し す る 。 コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ を 周 方 向 ラ ン プ 部 １ ８ ８ ａ 、 １ ８ ８ ｂ が タ ブ ２ ２ ２
ａ 、 ２ ２ ２ ｂ と 物 理 的 に 接 触 す る よ う に 、 中 心 孔 １ ４ ８ 内 に 滑 ら せ て 挿 入 す る 。 周 方 向 ラ
ン プ 部 １ ８ ８ ａ が タ ブ ２ ２ ２ ａ と 傾 斜 部 材 ２ ２ ４ ａ と の 間 に 拘 束 さ れ 、 一 方 、 同 時 に 周 方
向 ラ ン プ 部 １ ８ ８ ｂ が タ ブ ２ ２ ２ ｂ と 傾 斜 部 材 ２ ２ ４ ｂ と の 間 に 拘 束 さ れ る よ う に 、 ク ロ
ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を 回 転 さ せ な が ら 装 着 す る 。 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー
ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を さ ら に 回 転 さ せ て コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ を 中 心 孔 １ ４ ８ 内 に 完
全 に 押 し 込 み 、 ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ と マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２
と を 接 近 さ せ る 。 最 終 的 に は 、 一 対 の 第 １ Ｏ － リ ン グ ２ ０ ２ ａ 、 ２ ０ ２ ｂ が 水 の 漏 洩 を 防
ぐ コ ネ ク タ 突 出 部 ２ ３ ８ と 中 心 孔 １ ４ ８ と の 間 の 流 体 密 封 を 作 り 出 す 。 コ ネ ク タ 突 出 部 ２
３ ８ が 中 心 孔 １ ４ ８ 内 に 完 全 に 挿 入 さ れ た と き 、 円 弧 状 連 結 ラ ン プ 部 １ ８ ２ ａ ま た は 連 結
ラ ン プ 部 １ ８ ２ ｂ の ど ち ら か が バ ネ 荷 重 を 負 荷 し た 弁 ２ ０ ０ と 接 触 す る 。 ク ロ ス フ ロ ー ・
カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ を 回 転 さ せ る と 、 円 弧 状 連 結 ラ ン プ 部 １ ８ ２ ａ ま た は 連 結 ラ
ン プ 部 １ ８ ２ ｂ は 弁 ２ ０ ０ が 弁 シ ー ト 部 ２ ５ １ か ら 揚 が る よ う に 弁 ２ ０ ０ を 圧 縮 す る 。 弁
２ ０ ０ が 弁 シ ー ト 部 ２ ５ １ か ら 揚 が っ た と き 、 給 水 は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ に か け て
流 れ 始 め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 ９ ０ が 組 立 て ら れ た な ら ば 、 給 水 が 給 水 管 ９ ６ を 通 っ て マ ニ
ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ に 流 れ 始 め る 。 給 水 は マ ニ ホ ー ル ド 給 水 流 路 ２ ５ ２ 内 の 弁 ２ ０ ０ を
通 っ て 流 れ 、 給 水 孔 １ ７ ０ を 経 て ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ に 流 入 す る
。 給 水 は そ の 幾 分 か が フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ を 通 っ て 流 動 し な が ら ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １
０ に 流 入 す る 。 給 水 が ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 長 さ 方 向 に 流 動 し た と き 、 水 量 は 減
少 し 、 一 方 水 中 に 存 在 す る 汚 染 物 質 が 相 当 数 増 加 す る 。 密 閉 端 部 １ １ ８ に 近 い ク ロ ス フ ロ
ー ろ 過 要 素 １ １ ０ の 終 り で 濃 縮 し た 給 水 は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ か ら 流 出 し 、 高 濃
度 の 汚 染 物 質 を 含 む 濃 縮 流 と な る 。 同 時 に 、 フ ィ ル タ 膜 １ ３ ０ を 通 っ た 浄 化 水 は 内 部 透 過
水 管 １ ３ ２ 内 に 集 合 し 、 実 質 的 に 汚 染 物 質 を 含 ま な い 透 過 流 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 濃 縮 流 は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ と 内 壁 １ ２ ４ と の 間 を 流 動 す る 。 死 点 あ る い は よ
ど み 域 が 生 じ る 可 能 性 は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ と 内 壁 １ ２ ４ と の 間 の 隙 間 に 濃 縮 流
を 向 か わ せ て 取 り 除 く こ と が で き る 。 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 要 素 １ １ ０ 内 で 微 生 物 の 成 長 お よ
び 汚 染 物 質 が 生 じ る 可 能 性 は 死 点 の 発 生 を 除 く こ と で 最 小 に す る こ と が で き る 。 濃 縮 流 は
周 方 向 濃 縮 水 孔 １ ７ ４ に 流 入 し 、 こ れ に よ り 、 濃 縮 流 は 濃 縮 水 入 口 孔 ２ ５ ０ に 達 す る 。 Ｏ
－ リ ン グ 密 封 要 素 ２ ０ ４ ａ 、 ２ ０ ４ ｂ に よ り 給 水 流 も 、 透 過 流 も 濃 縮 流 に よ っ て 汚 染 さ れ
る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 濃 縮 流 は 濃 縮 水 入 口 孔 ２ ５ ０ か ら マ ニ ホ ー ル ド 濃 縮 水 流 路 ２ ５
４ を 経 て 流 れ 、 濃 縮 水 管 ９ ８ を 通 っ て 流 出 す る 。 透 過 流 水 量 が 増 し 、 あ る い は 減 少 す る よ
う に 、 濃 縮 流 に 背 圧 を 作 用 さ せ る た め に 濃 縮 水 流 路 の マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ ま た は ク
ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ の ど ち ら か の そ れ ぞ れ 異 な る 点 に 流 量 制 限 要 素
を 配 置 す る 。 た と え ば 、 こ の 流 量 制 限 要 素 は 最 初 の 出 口 部 １ ７ ４ ａ に 置 く 固 定 ま た は 可 変
オ リ フ ィ ス あ る い は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９ ２ 内 に 設 置 す る 弁 の 形 態 を 取 る 。 こ の 流 量 制
限 要 素 は 、 典 型 的 に は 給 水 の 水 質 に 基 づ い て 調 整 さ れ る 。 水 質 が 高 い 給 水 の 場 合 、 透 過 流
の 量 は 給 水 の 水 質 が 低 い 場 合 と 比 べ て 、 増 加 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 給 水 が 水 質 的
に 劣 る 場 合 に は 回 収 率 は 流 入 給 水 の 半 分 が 透 過 流 と し て ろ 過 さ れ る ５ ０ ％ に 設 定 さ れ る 。
給 水 が 水 質 的 に 高 い 場 合 に は 回 収 率 は 透 過 水 量 が 給 水 量 の ９ ０ ％ で あ る ９ ０ ％ に 高 く 設 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 浄 化 さ れ た 透 過 流 は 内 部 透 過 水 管 １ ３ ２ 内 に 集 め ら れ 、 こ れ に よ り 、 透 過 流 は 中 心 孔 １
４ ８ を 通 っ て 流 動 し 、 透 過 水 孔 ２ ４ ０ に 達 す る 。 透 過 水 孔 ２ ４ ０ に 流 れ た 直 後 に 透 過 流 は
マ ニ ホ ー ル ド 透 過 水 流 路 ２ ５ ６ を 通 っ て 流 動 し 、 透 過 水 管 １ ０ ０ の 使 用 ポ イ ン ト に 向 か っ
て 流 れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 透 過 水 管 １ ０ ０ は 透 過 流 を 後 に 使 用 ポ イ ン ト に 分 配 す る 加
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圧 透 過 水 タ ン ク に 送 る よ う に し て も よ い 。 加 圧 透 過 水 タ ン ク を 設 置 す る 場 合 、 マ ニ ホ ー ル
ド 組 立 て 体 ９ ２ は ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ ９ ４ が マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ９
２ か ら 外 さ れ た と き 、 加 圧 透 過 水 タ ン ク か ら 透 過 水 が 逆 流 す る の を 防 ぐ た め に 逆 止 弁 を 備
え る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 ９ ０ は 水 処 理 装 置 ３ ０ ４ を 形 成 す
る 前 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ０ と 後 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ２ と 連 係 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 図 に
示 さ れ る よ う に 、 水 処 理 装 置 ３ ０ ４ は さ ら に 入 口 管 ３ ０ ６ 、 前 処 理 マ ニ ホ ー ル ド ３ ０ ８ 、
開 閉 弁 ３ １ ０ 、 逆 止 弁 ３ １ ２ 、 流 量 制 限 器 ３ １ ４ 、 排 水 管 ３ １ ６ 、 透 過 水 出 口 ３ １ ７ 、 貯
水 タ ン ク ３ １ ８ 、 後 処 理 マ ニ ホ ー ル ド ３ ２ ０ 、 分 配 流 管 ３ ２ １ お よ び 分 配 制 御 器 ３ ２ ２ を
備 え る こ と が で き る 。 こ の 水 処 理 装 置 ３ ０ ４ は 利 用 す る 給 水 量 に 基 づ い て 望 ま し い ろ 過 水
質 を も た ら す よ う に 多 様 な 前 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ０ と 後 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ２ と を 用 い て 選 択
的 に 配 置 す る こ と が で き る 。 た と え ば 、 前 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ０ は 粒 状 物 質 、 塩 素 、 ク ロ ラ
ミ ン 、 有 機 物 ま た は 硬 度 物 質 を 除 去 す る ろ 材 を 備 え る こ と が で き る 。 同 様 に 、 後 処 理 フ ィ
ル タ ３ ０ ２ は 残 留 し て い る 固 形 物 、 塩 素 、 有 機 物 お よ び 生 物 を 除 去 し 、 あ る い は 貯 水 タ ン
ク ３ １ ８ に 蓄 え た 水 に 付 い た 望 ま し く な い 味 お よ び ／ ま た は 匂 い を 取 り 除 く ろ 材 を 備 え る
こ と が で き る 。 さ ら に 、 前 処 理 装 置 ３ ０ ０ は 排 水 管 ３ １ ６ に 流 れ る 水 量 を 減 少 さ せ 、 ク ロ
ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 ９ ０ の 透 過 水 回 収 を 増 加 さ せ る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 流 量
制 限 器 は ろ 材 の 性 能 を 変 え る よ う に 使 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 透 過 流 に 対 す る 濃 縮 流
の 割 合 を 下 げ る た め に 制 限 流 量 を さ ら に 多 く し た 流 量 制 限 器 を 使 用 す る こ と が で き 、 一 方
制 限 流 量 を さ ら に 少 な く し た 流 量 制 限 器 に よ っ て 透 過 流 に 対 す る 濃 縮 流 の 割 合 を 増 加 す る
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ ０ に 示 さ れ る 水 処 理 装 置 ３ ０ ４ の 代 替 的 実 施 例 に お い て 、 ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て
体 ９ ０ 、 前 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ０ 、 後 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ２ 、 給 水 入 口 管 ３ ０ ６ 、 前 処 理 マ ニ
ホ ー ル ド ３ ０ ８ 、 開 閉 弁 ３ １ ０ 、 逆 止 弁 ３ １ ２ 、 流 量 制 限 器 ３ １ ４ 、 排 水 管 ３ １ ６ 、 後 処
理 マ ニ ホ ー ル ド ３ ２ ０ お よ び 分 配 流 管 ３ ２ １ が 単 一 の マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 ３ ３ ０ に 組 み
込 ま れ る 。 前 処 理 フ ィ ル タ ３ ０ ０ お よ び 前 処 理 マ ニ ホ ー ル ド ３ ０ ８ の 双 方 は 後 処 理 フ ィ ル
タ ３ ０ ２ お よ び 後 処 理 マ ニ ホ ー ル ド ３ ２ ０ も 同 様 に 、 た と え ば 米 国 特 許 出 願 番 号 ０ ９ ／ ６
１ ８ ， ６ ８ ６ 号 、 １ ０ ／ １ ９ ６ ， ３ ４ ６ 号 お よ び １ ０ ／ ４ ０ ６ ， ６ ３ ７ 号 明 細 書 に 説 明 さ
れ る よ う な １ 個 の 入 口 と 出 口 と を 有 す る 連 結 の 早 い フ ィ ル タ ・ マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 設 計
を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 示 を 目 的 と し て 本 発 明 の 多 様 な 実 施 例 が こ こ に 開 示 さ れ た が 、 本 発 明 の 本 質 と 範 囲 と
か ら 離 れ る こ と な く 、 多 様 な 変 更 、 変 形 お よ び 代 替 に よ る 置 換 が な し 得 る こ と が 理 解 さ れ
る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は フ ィ ル タ ・ ハ ウ ジ ン グ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は フ ィ ル タ せ き の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 図 ６ に 示 さ れ る フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 図 ６ に 示 さ れ る フ ィ ル タ ・ キ ャ ッ プ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は ク ロ ス フ ロ ー ・ カ ー ト リ ッ ジ ・ フ ィ ル タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 分 配 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 連 結 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 図 １ ２ に 示 さ れ る 連 結 部 材 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 図 １ ２ に 示 さ れ る 連 結 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 図 １ ０ に 示 さ れ る マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 図 １ ０ に 示 さ れ る マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 図 １ ６ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 、 図 １ ０ に 示 さ れ る マ ニ ホ ー ル ド 組 立 て 体 の
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 図 １ に 示 さ れ る ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は ク ロ ス フ ロ ー ろ 過 組 立 て 体 を 有 す る 水 処 理 装 置 の 図 式 的 系 統 図 で あ る
。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 水 処 理 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。 10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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